
1993年出上の木簡
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所
在
地
　
　
　
奈
良
市
雑
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町

２
　
調
査
期
間
　
　
防
災
工
事
事
前
第
三
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
４
こ
ハ
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ｉ

一
九
九
二
年
三
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３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
亀
田
　
博

・
平
松
良
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
半
ば

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

東
大
寺
で
は
境
内
の
総
合
防
災
施
設
工
事
に
先
立
つ
発
掘
調
査
が

一
九
九
〇

年
よ
り
継
続
し
て
行
な
わ
れ
て

お
り
、
今
回
の
調
査
は
第
三
次

調
査
に
あ
た
る
。
調
査
区
域
は

大
仏
殿
の
北
、
西
、
及
び
南
の

西
半
部
分
で
、
木
簡
が
出
土
し

た
の
は
南
部
の
調
査
区
の
中
門

か
ら
西

へ
延
び
る
廻
廊
の
南
側

か
ら
で
あ
る
。
東
大
寺
は
聖
武

天
皇
が
天
平

一
三
年

（七
四
こ

に
国
分
寺

。
国
分
尼
寺
建
立
の
詔
を
発
し
た
後
、
総
国
分
寺
の
本
尊
と
し
て
直

舎
那
仏
造
立
を
発
願
し
た
の
を
端
緒
と
す
る
が
、
現
在
の
地
で
本
格
的
に
造
仏

作
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
天
平

一
七
年

（七
四
五
）
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
今
回
の

調
査
区
で
は
創
建
当
初
の
頃
の
作
業
面
と
造
営
に
伴

っ
て
廃
棄
さ
れ
た
遺
物
が

主
に
出
上
し
て
い
る
。
出
土
遺
物
の
概
要
に
ふ
れ
る
と
、
錫
や
青
銅
製
品
鋳
造

時
の
廃
棄
物
や
土
器
、
他
に
種
々
の
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
中
で
も
経
軸

状
の
木
製
品
は
注
目
に
値
す
る
。
作
業
面
は
大
仏
殿
の
南
の
谷
を
埋
め
た
堆
積

上
の
途
中
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
面
に
は

「
Ｔ
」
字
状
に
接
続
す
る
石
溝

が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
遺
構
と
は
い
え
な
い
が
焼
土
面
を
確
認
し
て
い

る
。
出
上
し
た
木
簡
の
う
ち
、
⑥
は
こ
の
焼
土
範
囲
に
突
き
刺
し
て
あ

っ
た
。

下
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
六
本

の
板
材
が
同
様
に
突
き
刺
し
て
あ

っ
た
が
、
木
簡
と
断
定
で
き
た
の
は

一
本
だ

け
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
板
材
が
突
き
刺
し
て
あ

っ
た
範
囲
に
は
他
に
比
し
て

異
常
に
受
熱
痕
が
残
り
、
高
火
度
の
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
面
と
石
溝
を
埋
没
さ
せ
て
堆
積
し
て
い
る
の
が
木
居
で
構
成

さ
れ
る
層
で
、
一
九
八
八
年
度
の
「大
仏
殿
廻
廊
西
地
区
」
翁
木
簡
研
究
』
一
こ

で
手
斧
暦
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
層
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
手
斧
暦
層
の

下
に
は
灰
色
土
層
が
薄
く
堆
積
し
て
お
り
、
木
簡
②
は
こ
の
層
か
ら
出
上
し
て

い
る
。
灰
色
土
層
中
の
石
溝
直
上
か
ら
は
ω
が
出
上
し
て
い
る
。
手
斧
居
層
中

か
ら
は
木
簡
ω
Ｏ
の
他
に
刃
器
で
文
字
を
刻
み
つ
け
た
木
材
の
削
片
が
検
出
さ
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東大寺出土木簡(1)～ (6)と刻字木片(7)～ (9)
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れ
た
。
こ
れ
を

「刻
字
木
片
」
と
仮
称
す
る
。
刻
字
木
片
は
他
の
手
斧
暦
と
同

様
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
原
木
が
東
大
寺
に
搬
入
さ
れ
る
ま

で
の
間
に
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ

っ
て
そ
の
後
は
切
削
さ
れ
て
も
よ
い
の
で

あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
刻
字
の
機
能
が
限
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
刻

字
木
片
は
現
在
三
点
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、　
一
九
九
二
年
度
の
隣
接
地
の
発
掘

調
査
で
も

「賛
支
国
」
と
刻
さ
れ
た
も
の
が
三
点
程
出
上
し
て
お
り
、
少
数
な

が
ら
も
、
確
実
に
存
在
す
る
資
料
で
あ
り
、
若
干
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

①
と
①
の
讃
岐
国
は
、
木
材
の
供
給
元
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①

と
判
読
で
き
な
い
他
の
一
点
⑨
は
、
⑦
と
比
べ
る
と
刻
み
が
鋭
く
、
薬
研
彫
り

と
な
っ
て
い
る
。

木
簡
に
つ
い
て
も
⑪
や
③
の
よ
う
に
他
の
板
材
を
転
用
し
て
い
る
傾
向
が
み

ら
れ
、
木
簡
用
板
材
を
使
用
す
る
例
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文
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回
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□
　
　
　
　
　
　
　
　
（牌じ
溢
斐
『
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賛
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Ｓ
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⑤

　

「
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（Ｓ
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大
じ
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□
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⑪
ｉ
⑥
は
木
簡
、
⑦
を
⑨
は
刻
字
木
片
で
あ
る
。

ω
は
、
木
材
を
加
工
し
て
上
端
部
を
三
角
形
状
に
尖
ら
せ
、
上
部
三
分
の
一

の
表
面
を
整
形
し
二
文
字
を
記
す
。
下
部
の
三
分
の
二
は
刀
子
で
削

っ
て
鋭
く

尖
ら
せ
る
。
裏
面
は
未
整
形
で
あ
る
。
二
字
目
を

「示
」
と
す
る
意
見
も
出
さ

れ
た
が
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
や
肉
眼
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「示
」
で
な
い
こ
と

は
確
か
で
あ
り
、
釈
文
で
は
□
と
し
た
。

②
は
肉
太
の
優
れ
た
筆
跡
で
あ
る
。

「尊
」
は

「僧
」
の
左
上
に
小
書
し
て

い
て
、
同
筆
で
あ
ろ
う
。

裏
面
は
表
面
と
は
異
な
る
筆
跡
の
習
書
で
、

「論
語



序

一
」
と
書
き
、

「作
心
」
「信
心
」
な
ど
類
似
し
た
語
句
を
続
け
、

「為
」
を

さ
ま
ざ
ま
な
書
体
で
書
い
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
習
書
の
下
に
薄

く

「寺
」
と
文
字
が
あ

っ
て
、
表
面
と
同
筆
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一異
面
は
削

り
直
し
て
習
書
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
上
端
部
は
、
裏
面
の
習
書
に
際
し
、

二
次
的
に
整
形
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

「東
大
之
寺
」
と
記
す
事
例
は
、
天
平

一
九
年

一
二
月
二
二
日
の

「近
江
国

坂
田
郡
司
解
奴
婢
売
買
券
」
３
大
日
本
古
文
書
』
九
十
六
四
一こ
に
み
え
て
い
る
。

東
大
寺
造
営
の
た
め
、
従
来
の
金
光
明
寺
造
仏
所
に
代

っ
て
造
東
大
寺
司
が
設

立
さ
れ
た
の
は
天
平
二
〇
年
七
月
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
木
簡
に
は

年
紀
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「東
大
之
寺
」
の
呼
称
か
ら
、
天
平

一
九
年
か

ら
同
二
〇
年
頃
と
推
定
で
き
る
。
大
仏
鋳
造
は
天
平

一
九
年
九
月
か
ら
開
始
さ

れ
、
天
平
勝
宝
元
年

一
〇
月
に
八
回
目

（最
終
の
鋳
造
）
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
鋳
造
の
初
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。

「尊
僧
」
は
、
金
光
明
寺

（金
鐘
寺
）
の

時
代
か
ら
天
平
勝
宝
四
年
五
月
に
東
大
寺
別
当
に
補
任
さ
れ
る
ま
で
、
常
に
指

導
的
立
場
に
あ

っ
た
良
弁
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

軍
心
尺
文
」
は

「釈
文

を
志
し
」
と
読
む
べ
き
も
の
か
。
尊
僧
が
経
典
の
注
釈
に
あ
た
っ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
な
お
②
の
釈
文
と
解
釈
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
史
研
究
所
の
堀
池

春
峰
師
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
橋
本
義
則
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

０
は
下
端
部
を
二
次
的
に
切
断
し
て
い
る
。
三
字
目
は

一
部
分
に
剣
離
が
あ

っ
て
読
め
な
い
。

「連
」
で
は
な
い
。
⑭
の
三
字
日
は
折
損
の
た
め
読
み
き
れ

て
い
な
い
が
、

「世
」
ま
た
は

「桑
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
０
は
表
裏
と
も
に

縦
に
半
稜
さ
れ
て
い
て
、
文
字
を
読
み
と
れ
な
い
。
①
の

「三
奴
」
は
三
野
に

通
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

刻
字
木
片
は
珍
し
い
も
の
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
⑦
以
外
に
も

「賛
支
国
」

と
刻
字
し
た
も
の
が
あ
る
。
天
平
勝
宝
元
年
の
段
階
で
、
讃
岐
国
の
山
田

・
香

川

。
鵜
足
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
戸
の
封
戸
が
勅
施
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
わ

り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
①
の

「高
背
」
に
関
連
し
て
、
『
和
名
抄
』
に
讀

岐
国
三
野
郡
高
頼
郷
が
み
え
る
。
賛
支
国
の
刻
字
が
多
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

讃
岐
国
の
高
頼
郷
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
③
ｉ
⑨
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、

橿
原
考
古
学
研
究
所
の
鶴
見
泰
寿
氏
に
ご
助
力
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

『
大
和
を
掘
る
�

十
一
九
九
二

年
度
発
掘
調
査
速
報
展
―
』
（
一
九
九
三
年
）

平
松
良
雄

「史
跡
東
大
寺
総
合
防
災
施
設
工
事
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
の
概

要
」
翁
南
都
佛
教
』
六
九
　
南
都
佛
教
研
究
会
・
東
大
寺
　
一
九
九
四
年
）

（蜘ぞ７
・９　牌蹴良緋）




